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決算審査特別委員会  この１年、市の予算はどう使われたの？

　「ここに使った予算は期待どおりの成果を出せたのか」「適正に使われたのか」を審査するのが決

算審査特別委員会です。議会基本条例で位置づけた議会の大切な役割の１つである「予算執行の監

視（チェック）」は、この決算の認定過程で行われています。

Check1Check1
各常任委員会で審議します

Check2Check2
決算審査特別委員会で審議します

市長（市の執行機関）

3 月定例会

議会に「新年度の予算議案」
を提出します

9 月定例会

議会に「決算認定議案」を
提出します

4 月～翌年 3月

新年度の予算に基づいて
事業を進めます

10 月～翌年 1月

新年度の予算案を作成します

審査日程

10 月 01日（水）　総務消防委員会関連
10月 02日（木）　教育民生委員会関連
10月 06日（月）　教育民生委員会関連
10月 07日（火）　市民建設委員会関連
10月 14日（火）　市民建設委員会関連

委員構成
 【委員長】 【副委員長】
 前川　昌也 松成　国宏

 斉藤　義明 茨　　智仁 村井　孝彦

 野角　満昭 末包　保広 別府　健二
 大前　寛乗 吉田　耕一 山条　忠文

市議会

予　算予　算 決　算決　算

　9月定例会で設置された決算審査特別委員会は、

継続審査を行うこととし、閉会中の審査を経て、

12月定例会にて各議案の表決を行う予定です。

242 億　　
375万円

歳 入 総 額

前年度比
0.5%減

　平成 25 年度一般会計決算見込み　

229 億　　　
6,373 万円

歳 出 総 額

前年度比
2.0%減

歳入歳出差引額
12億 4,002 万円

翌年度へ繰り越すべき財源
　　　7,501 万円

11 億 6,501 万円
純繰越金（黒字）

市民目線で

総務消防委員会関連 自治会加入率向上に自治会加入促進補助金の積極的な活用を！

　　企業立地促進助成金の拡充により積極
的な企業誘致を行っているが、新規雇用
の確保状況は。

　　助成金の交付に当たっては、中小企業
においては２名以上、大企業においては
５名以上の新規雇用を要件としています。
24 年度は 18 名、25 年度は 19 名の新規雇
用者を確保することができました。

教育民生委員会関連 介護予防強化のために高齢者の居場所づくり活動の促進を！

　　与島等で行った介護予防強化推進事
業の実績は。

　　どうすれば住み慣れた地域で元気に
暮らしていけるかを島民とともに考え、
高齢者の居場所づくり等を行いました。
島民自ら様々な施策を提案いただく等、
想定以上の事業効果を得ることができ
ました。

市民建設委員会関連 地籍調査の全市的な実施スケジュールの策定を！

　　平成 20 年度から実施しているごみ袋
有料化の効果は。

　　有料化前の平成 19 年度と比較して
19.1% のごみの減量化が図られていま
す。また、当初埋め立て年限が平成 23
年度と見込んでいた坂出環境センター
の大幅な延命化につながっています。

　　低迷する自治会加入率の向上に向けた
取り組みは。

　　自治会加入促進補助金を創設し、新興
住宅等での新たな単位自治会の設立準備
に係る費用など、地域の加入促進活動に
助成を行っています。より多く補助金を
活用いただけるようＰＲを行っていきま
す。

　　学校給食業務の民間委託の効果は。

　　平成 16 年度から学校給食業務の民
間委託を実施していますが、平成 25
年度の実績で比較すると、単年度で
約１億２，５００万円の費用削減効
果がありました。現在、平成 27 年度
以降の新たな民間委託の実施に向け
準備を進めています。

　　居住地域がいつ地籍調査の対象とな
るのか計画を示す必要があると思うが。

　　事業の進捗状況、また国・県との調
整も必要なことから、事前の実施スケ
ジュール公表は困難ですが、基本的に
は県道 33 号線の北側地域の海沿いを中
心に進めていく予定です。

問 問

問

問

問

問

答 答

答
答

答
答
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条例制定案などを可決

９月定例会では、初日に、市長より条例の新規制定案５件、条例の一部改正案５件，水道事業剰余金の処
分案１件，補正予算案３件、平成 25年度の決算認定案 13件の計 27件が提案され、関係委員会の審査等を
経て、決算認定 13件を閉会中の継続審査としたほかは、いずれも原案のとおり可決しました。
最終日には、市長より提出された坂出市固定資産評価審査委員会委員の選任案１件、議会運営委員会及び
議員提案により提出された意見書案それぞれ１件ずつを原案のとおり可決しました。
また、任期満了に伴う坂出市選挙管理委員及び補充員の選挙を行いました。（審議結果は11ページをご覧下さい。）

一般会計補正予算案は 6億 5,863 万 9 千円を増
額し、補正後の予算総額を 228 億 3,298 万円とす
るもので、主な内容は以下のとおりです。

■財政調整基金積立金	 ６億円

　平成25年度の黒字額の 1/2 相当を基金に積み立て

■水産振興対策事業補助金	 ８００万円

　アワビ養殖施設の整備に取り組む事業者に補助金を
　交付

■仲よし教室整備事業	 １, ０００万円

　平成 27年 4月からの子ども・子育て支援新制度
　の開始に伴う仲よし教室整備

■中央体育館周辺整備事業	 １, ４００万円

　新市立病院の開院に合わせ、隣接する中央体育館
　周辺の整備工事を実施

総務費

農林水産業費

教育費

9月定例会の概要

補 正 予 算 関 係

条例の内容・目的 議員がきく

●坂出市家庭的保育事業等の設備および運営に

関する基準を定める条例制定について

全国的に待機児童の多い０～２歳児を対象と
する事業として、家庭的保育（保育ママ）、小規
模保育、居宅訪問型保育、事業所内保育を新た
に市町村の認可事業とするに当たって、その設
備や運営の基準を定めるもの。

問	 　家庭的保育及び小規模保育事業に該当する施
設が本市にもあるのか。

答	 　現在、市内に認可外保育施設は３カ所ありま
すが、公的な財政支援はありません。

	 　新制度では、本市事業計画における保育需要
の状況を勘案し、供給が必要な場合は、本条例
に定める運営事業者について、家庭的保育事業
等として認可し、利用定員を定めた上で、公的
な財政支援の対象としていきます。

●坂出市墓地条例の一部を改正する条例制定について

金山分院跡地の市営墓地整備工事１期工事が今秋完成の見
込みとなったため、墓地名を金山墓地に、また墓地の区画面
積を 1.8㎡、2.25㎡、4㎡の３種類で総数 250 区画、使用料
をそれぞれ 36万円、45万円、80万円とするなど、新墓地の
使用・管理について定めるもの。
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一般質問

一
般
質
問

９
名
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た

質
問
者
の
質
問
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
の
詳
細
や
過
去
の
質
問
は
、
会
議

録
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

	

人
口
増
施
策
と
し
て
転
入
・
転
出

者
へ
の
窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
は

問	

子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
定
住
者

の
増
加
を
図
り
、
人
口
増
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
の
参
考
資
料
と
し
て
、
若
い
世
代

の
市
職
員
や
転
入
・
転
出
者
へ
の
窓
口
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答･･･

総
務
部
長

人
口
増
施
策
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

広
く
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
本
市
に
転
入
さ

れ
る
方
や
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金
を
申
請

さ
れ
た
方
な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
提
案

制
度
の
中
か
ら
出
さ
れ
た
提
案
や
若
手
職

員
に
よ
る
政
策
提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
か
ら
の
人
口
増

対
策
に
つ
い
て
の

提
案
も
受
け
、
順

次
政
策
に
反
映
し

て
い
ま
す
。

	

医
療
・
介
護
な
ど
福
祉
関
連
の
各
種

専
門
学
校
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
は

問	

医
療
や
介
護
施
設
の
多
い
本
市
の
特

性
を
生
か
し
、
企
業
誘
致
条
例
の
対
象
業

種
に
医
療
や
介
護
の
福
祉
関
連
の
専
門
学

校
等
を
加
え
て
誘
致
を
促
進
し
、
学
生
な

ど
若
者
に
よ
る
活
性
化
を
図
っ
て
は
。

答･･･

総
務
部
長

専
門
学
校
等
が
市
内
に
設
置
さ
れ
れ

ば
、
若
い
世
代
の
人
々
が
集
ま
り
、
市
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

現
在
、
本
市
の
企
業
誘
致
条
例
は
対
象
業

種
を
営
利
目
的
の
事
業
を
営
む
者
と
規
定

し
て
お
り
、
専
門
学
校
を
運
営
す
る
団
体

は
、
公
益
を
目
的
と
す
る
団
体
が
多
い
こ

と
か
ら
、
対
象
業
種
に
加
え
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。

一
方
、
病
院
や
福
祉
施
設
が
多
い
本
市

の
状
況
を
踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
坂
出
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
就
職
フ
ェ
ア
な

ど
の
機
会
を
通
じ
、
福
祉
関
係
の
事
業
所

か
ら
雇
用
情
報
を
収
集
す
る
な
ど
、
就
職

支
援
に
よ
る
市
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

	

産
科
の
再
開
に
代
え
て
、
専
門
的

医
療
の
特
化
へ
方
針
の
転
換
を

図
っ
て
は

問	

こ
れ
ま
で
産
科
の
再
開
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
社
会
情
勢
を
勘
案
す

る
と
、
常
勤
医
師
を
確
保
す
る
の
は
今
後

も
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
産
科
の
再
開
に
代
え
て
、
市

立
病
院
が
得
意
と
す
る
専
門
的
医
療
に
特

化
す
る
方
針
へ
転
換
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答･･･

市
長

市
長
就
任
以
降
の
５
年
間
で
、
産
科
医

を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
す
中
、

私
の
公
約
で
あ
っ
た
産
科
の
再
開
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

さ
ら
な
る
人
口
減
少
も
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
統
計
資
料
か
ら
は
、
妊
娠
、
分

娩
及
び
産
じ
ょ
く
患
者
の
市
外
へ
の
流
出

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
民
か
ら

も
強
い
要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
期
限
を

設
け
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
産
科
の
再

開
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

	

小
中
学
校
の
授
業
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末
を
導
入
し
て
は

問	

国
に
お
い
て
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
全
て
の
学
校
で
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
端
末
を
導
入
し
授
業
で
活
用
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
も
モ
デ

ル
校
を
選
定
し
、
段
階
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
端
末
を
導
入
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
。

答･･･

教
育
部
長

市
内
の
全
小
中
学
校
に
導
入
し
た
場

合
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
１
台
５
万
円

と
仮
定
し
た
上
で
、
サ
ー
バ
ー
等
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を
含
め
て
試
算
す

る
と
、
最
低
で
も
約
２
億
６
，
１
０
０
万

円
の
初
期
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

先
進
地
で
の
実
践
例
な
ど
か
ら
、
そ
の

効
果
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
本
市

教
育
委
員
会
と
し
て
も
関
心
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
指
導
に
当
た
る
教
員
の
対
応
力

の
向
上
や
設
備
投
資
に
係
る
財
源
の
確
保

な
ど
、
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

当
面
は
、
他
の
自
治
体
で
の
国
の
モ
デ

ル
事
業
の
実
施
状
況
や
教
育
効
果
の
検
証

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
慎
重
に
研
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

防
災
対
策
に
つ
い
て

·

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

·

子
供
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

	·

質
問
の
主
な
項
目

病
院
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

	·

教
育
現
場
で
の
課
題
に
つ
い
て

	·

犯
罪
被
害
者
の
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

	·

出
田
泰
三
議
員

市
民
の
声

山
条
忠
文
議
員

改
進
の
会



6市議会だより
さかいで

一般質問

	
人
口
減
少
対
策
に
効
果
的
な
取
り

組
み
を

問	

一
般
的
に
、
人
口
減
少
の
主
な
要
因

と
し
て
、
出
生
率
の
低
下
や
大
都
市
へ
の

人
口
流
出
が
考
え
ら
れ
る
。
本
市
の
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
効
果
的
な
取
り
組
み

は
。

答･･･

市
長

人
口
増
対
策
と
し
て
、
ま
ず
は
働
く
場

が
あ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
、
企

業
誘
致
の
促
進
に
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
婚
世
帯
家
賃
補
助

制
度
、
子
供
の
医
療
費
助
成
、
出
産
祝
金

の
増
額
、
保
育
所
保
育
料
の
軽
減
な
ど
、

様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。　
　

人
口
増
対
策
は
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
市
政
全
般
の
中

で
取
り
組
ん
で
い
く
最
重
要
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ま
で

同
様
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

各
種
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

	

不
登
校
ゼ
ロ
を
目
指
し
児
童
生
徒

に
き
め
細
や
か
な
対
応
を

問	

長
い
人
生
で
一
番
多
感
な
時
期
に
い

じ
め
等
が
原
因
で
不
登
校
に
な
る
こ
と

は
、
そ
の
後
の
人
生
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。
全
国
的
に
保
健
室

登
校
の
児
童
が
増
加
し
て
い
る
と
の
報
道

も
あ
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

答･･･

教
育
長

市
内
で
保
健
室
等
別
室
に
登
校
し
て
い

る
児
童
生
徒
は
、
平
成
24
年
度
、
25
年
度

と
も
に
３
名
で
し
た
。
本
年
度
も
１
学
期

間
に
３
名
の
生
徒
が
別
室
に
登
校
し
て
い

ま
す
。

児
童
生
徒
は
、
登
校
し
た
後
、
教
室
へ

は
入
ら
ず
に
保
健
室
等
で
過
ご
し
て
い
ま

す
が
、
後
々
は
教
室
で
勉
強
が
で
き
る
よ

う
に
、
担
任
や
養
護
教
諭
を
中
心
に
多
く

の
教
員
が
関
わ
り
、
教
育
相
談
を
行
っ
た

り
、
学
習
プ
リ
ン
ト
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
個
別
指
導
の
中
で
の
温
か
い
関
わ

り
を
通
し
て
、
教
室
に
入
る
日
が
増
え
る

な
ど
の
改
善
が
図
ら
れ
た
児
童
生
徒
も
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
保
健
室

等
登
校
を
有
効
に
活
用
し
、
不
登
校
の
解

消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

	

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対
策
強
化
を

問	

鳥
獣
被
害
が
深
刻
で
あ
る
が
昨
年
の

被
害
状
況
は
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

有
害
鳥
獣
捕
獲
頭
数
は
、
３
０
６
頭
で

す
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
状
況
は
、
防
護
柵
の
未
整
備
地
区

を
中
心
に
果
樹
・
水
稲
・
野
菜
に
被
害
を

受
け
て
い
る
状
況
で
、
被
害
面
積
が
約
20	

ha
、被
害
額
は
約
２
，３
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問	

現
状
の
対
策
で
は
被
害
の
減
少
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
新
規
狩
猟
者

の
確
保
や
駆
除
・
防
除
の
両
面
で
の
対
策

に
加
え
、
被
害
を
受
け
て
い
る
集
落
の
住

民
が
、
有
害
鳥
獣
の
生
態
や
習
性
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
に
努
め
る
と
と
も

に
、
来
年
度
に
施
行
さ
れ
る
認
定
鳥
獣
捕

獲
等
事
業
者
制
度
に
関
し
て
、
県
及
び
猟

友
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
被
害
防
止
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

	

県
道
高
松
坂
出
線
の
全
線
４
車
線
化

に
向
け
た
新
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
を

問	

無
料
化
か
ら
３
年
半
が
経
過
し
、
交

通
量
も
格
段
に
増
え
、
交
通
事
故
も
多
発

し
て
い
る
。
一
部
４
車
線
化
工
事
の
見
通

し
や
、
全
線
４
車
線
化
に
向
け
た
新
ト
ン

ネ
ル
の
建
設
を
要
望
し
て
い
く
考
え
は
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

片
側
１
車
線
区
間
に
お
い
て
は
、
朝
夕

の
通
勤
渋
滞
、
交
通
事
故
も
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
４
車
線
化
の
早
期
整
備
を

要
望
し
て
き
ま
し
た
。
県
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
定
期
的
に
交
通
量
等
の
調
査
を
実

施
す
る
中
で
、
安
全
対
策
と
し
て
路
面
標

示
に
よ
る
注
意
喚
起
、
さ
ら
に
路
肩
整
備

を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
に
お
い
て
も

４
車
線
化
に
向
け
た
調
査
検
討
を
行
っ
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
と
し
て
は
、
新
ト
ン
ネ
ル
建
設
に

よ
る
全
線
４
車
線
化
に
向
け
、
ま
ず
は
４

車
線
区
間
の
延
伸
に
早
期
着
手
す
る
よ

う
、引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
考
え
で
す
。県道高松坂出線

質
問
の
主
な
項
目

第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

	·

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

	·

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

	·

質
問
の
主
な
項
目

農
地
の
集
積
、
集
約
化
に
向
け
た
取
り

	·

組
み
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

	·

香
川
県
の
水
道
広
域
化
に
つ
い
て

	·

別
府
健
二
議
員

新

政

会

東
山
光
徳
議
員

新

政

会



7 市議会だより
さかいで

一般質問

	
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

よ
り
市
の
保
育
責
任
は
後
退
し
な

い
の
か

問	

新
制
度
の
最
大
の
特
徴
は
こ
れ
ま
で

の
市
の
責
任
に
よ
る
保
育
の
提
供
か
ら
、

利
用
者
と
事
業
者
の
直
接
契
約
に
よ
る
仕

組
み
へ
の
変
更
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
市

の
保
育
責
任
が
後
退
し
な
い
の
か
。

答･･･

健
康
福
祉
部
長

新
制
度
へ
の
移
行
後
も
児
童
福
祉
法
に

基
づ
き
、
現
在
と
同
様
に
市
が
保
育
の
実

施
義
務
を
担
う
こ
と
か
ら
、
保
護
者
が
保

育
所
で
の
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市

へ
申
し
込
み
を
行
い
、
保
護
者
が
市
と
契

約
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
小
規
模
保
育
な
ど
の
保
育
所
以
外
の

保
育
に
つ
い
て
も
市
が
必
要
な
保
育
の
確

保
を
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
市
が
保
育
所
以

外
の
保
育
を
含
め
、
す
べ
て
の
保
育
に
つ

い
て
利
用
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
る
こ
と

か
ら
、
市
の
保
育
責
任
が
後
退
す
る
こ
と

な
く
、
保
育
を
利
用
で
き
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

	

住
宅
・
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の

創
設
を

問	

中
小
企
業
に
仕
事
と
潤
い
を
も
た
ら

す
施
策
と
し
て
、
住
宅
や
店
舗
の
改
装
な

ど
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創
設
し
て
は
ど

う
か
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

中
心
商
店
街
で
は
、
厳
し
い
経
営
環
境

下
で
、
経
済
的
に
店
舗
の
改
装
等
に
踏
み

き
れ
な
い
店
舗
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
よ
る
商
店

街
等
の
活
性
化
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
ず
は
、
商
店
街
連
合
会
が
実
施
す

る
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
た
方
策
の
た

め
の
空
き
店
舗
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

商
店
経
営
者
の
意
識
調
査
を
踏
ま
え
た
上

で
、
商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

答･･･

市
長

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
か
ら
市
民
の

生
命
を
守
る
た
め
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
助
成
を
優
先
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
つ
い

て
は
、
他
市
の
事
例
を
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

	

今
後
の
洪
水
・
浸
水
対
策
の
整
備

計
画
は

問	

洪
水
・
浸
水
対
策
と
し
て
、
市
内
各

ポ
ン
プ
場
等
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、

今
後
の
整
備
計
画
は
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

東
部
地
区
の
浸
水
対
策
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
三
七
ポ
ン
プ
場
の
水
中
ポ
ン
プ
の
増

設
や
改
修
整
備
を
行
う
こ
と
で
排
水
能
力

を
高
め
て
お
り
、
今
後
も
適
切
な
維
持
管

理
に
よ
る
施
設
の
延
命
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
西
部
ポ
ン
プ
場
の
整
備
が
平
成

24
年
度
に
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

県
道
富
士
見
町
線
の
拡
幅
事
業
に
併
せ

て
西
部
雨
水
幹
線
の
整
備
を
予
定
し
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
り
西
部
ポ
ン
プ
場
の
能
力

が
最
大
限
発
揮
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
内
の
各
水
門
や
ポ
ン
プ
場
は
高

潮
や
集
中
豪
雨
時
の
浸
水
を
防
ぐ
重
要
な

施
設
で
あ
り
、
引
き
続
き
適
切
な
維
持
管

理
に
よ
る
能
力
の
維
持
、
延
命
化
を
図
る

こ
と
で
市
内
の
浸
水
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

	

道
路
面
下
の
空
洞
調
査
の
実
施
を

問	

東
日
本
大
震
災
で
は
、
緊
急
輸
送
路

や
避
難
所
へ
の
道
、
港
湾
岸
壁
な
ど
の
陥

没
に
よ
り
、
救
援
・
復
旧
活
動
が
妨
げ
ら

れ
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
災
害
発
生

時
の
道
路
の
安
全
確
保
の
た
め
マ
イ
ク
ロ

波
を
活
用
し
た
路
面
下
の
空
洞
調
査
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

現
在
、
臨
海
部
の
施
設
で
老
朽
化
等
に

よ
り
陥
没
の
恐
れ
の
あ
る
岸
壁
等
に
つ
い

て
、電
磁
波
に
よ
る
空
洞
調
査
を
実
施
し
、

必
要
に
応
じ
て
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
引
き
続
き
臨
海
部
の
安
全
確
保
に
努

め
ま
す
。

市
道
に
つ
い
て
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
道
路
破
損
等
に
よ
る
事
故
の
未
然

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
全
て
の
幹
線

道
路
の
空
洞
調
査
に
は
多
額
の
費
用
が
か

か
る
た
め
実
施
は
困
難
で
す
が
、
緊
急
輸

送
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
２
幹
線
に
つ
い

て
、
大
規
模
災
害
時
の
救
援
活
動
等
に
対

応
し
た
交
通
の
確
保
の
た
め
、
今
後
、
空

洞
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

三七ポンプ場

質
問
の
主
な
項
目

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て

	·

住
宅
・
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

	·

創
設
に
つ
い
て

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

	·

質
問
の
主
な
項
目

地
域
医
療
・
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に

	·

つ
い
て

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

	·

人
工
土
地
総
合
再
生
基
本
計
画
に
つ
い
て

	·

松
成
国
宏
議
員
公
明
党
議
員
会

野
角
満
昭
議
員
日
本
共
産
党
議
員
会
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一般質問

	
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
接
遇
や
対

応
が
で
き
る
新
市
立
病
院
に

問	

利
用
者
か
ら
、
診
察
待
合
で
大
勢
の

患
者
の
面
前
で
氏
名
を
読
み
上
げ
、
診
察

順
の
到
来
を
知
ら
せ
る
の
は
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
問
題
で
あ
る
等
と
の
声
が

あ
る
。
新
市
立
病
院
で
は
利
用
者
か
ら
の

意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
接
遇
面
等
の

改
善
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
は
。

答･･･

市
立
病
院
事
務
局
長

新
病
院
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
、
受
付
時
に
再
来
機
等
で
受
付
番
号

票
を
発
行
し
、
診
療
室
に
呼
び
込
む
際

に
も
、
各
診
療
科
前
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

そ
の
番
号
を
表
示
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。良

質
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
患

者
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
職
員
一
人
ひ
と
り

が
更
な
る
接
遇
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提

供
で
き
る
、

地
域
に
根
ざ

し
た
市
民
に

親
し
ま
れ
る

病
院
を
目
指

し
て
い
き
ま

す
。

	

職
員
の
法
令
遵
守
の
徹
底
に
向
け

た
効
果
的
な
取
り
組
み
を

問	

ど
う
す
れ
ば
職
員
の
酒
気
帯
び
運
転

を
未
然
に
防
げ
た
の
か
。

答･･･

市
長

こ
れ
ま
で
も
飲
酒
運
転
撲
滅
に
つ
い
て

は
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
注
意
喚
起
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
再
び
職

員
が
酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
こ
と

を
市
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
わ
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

職
員
の
指
導
監
督
に
引
き
続
き
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
が
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
自
覚
に

基
づ
く
服
務
規
律
の
確
保
に
つ
い
て
、
重

大
な
決
意
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	

職
員
の
法
令
遵
守
事
項
に
つ
い
て
定

期
的
に
教
育
研
修
す
べ
き
で
は
。

答･･･

副
市
長

今
回
の
事
案
を
教
訓
に
、
職
員
研
修
の

計
画
的
な
実
施
や
庁
達
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
通
じ
て
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
法

令
遵
守
意
識
の
醸
成
に
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

	

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
分

析
し
学
力
向
上
に
向
け
た
対
策
を

問	

学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
結
果
を
分

析
し
、
課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
、
学
力

向
上
の
た
め
の
方
策
を
立
て
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答･･･

教
育
長

今
回
の
調
査
で
は
、
学
力
の
２
極
化
が

懸
念
さ
れ
、
基
礎
基
本
の
定
着
に
課
題
が

見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
子
供
に

分
か
る
授
業
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
授
業
の
始

め
に
前
の
授
業
の
復
習
を
す
る
、
学
習
の

狙
い
を
全
員
で
確
認
す
る
、
子
供
同
士
が

話
し
合
い
伝
え
合
う
活
動
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
、
ノ
ー
ト
に
書
く
時
間
を
確
保

す
る
な
ど
地
道
な
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
大
切
に
し
ま
す
。
家
庭
で
の
学
習

時
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、
学
習
習
慣
に
つ

い
て
、
家
庭
と
連
携
し
て
改
善
を
図
る
こ

と
も
肝
要
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
粘
り
強

い
取
り
組
み
に
よ
り
学
習
意
欲
を
高
め
、

学
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

	

第
５
次
総
合
計
画
と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
整
合
性
は

問	

総
合
計
画
と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

と
も
に
重
要
な
計
画
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
位
置
付
け
や
整
合
性
は
。

答･･･

市
長

総
合
計
画
は
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
構
想
と
し
て
最
上
位
の
計
画
に
位
置
付

け
る
も
の
で
す
。
ま
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
は
、
当
然
そ
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の

で
、
基
本
構
想
の
理
念
を
反
映
さ
せ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
新
市
立
病
院
の
全
容
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
り
、
ま
た
市
道
京
町
線
の

整
備
後
の
形
も
少
し
ず
つ
見
え
始
め
、
市

民
の
皆
様
の
期
待
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
ま
す
。そ
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
市
民

と
共
有
し
「
坂
出
に
住
み
た
い
」
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
方
創
生
に
向
け
た
国
の
動
向
に
も
注

視
し
つ
つ
、

総
合
計
画
と

の
整
合
性

に
留
意
し
な

が
ら
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン

の
策
定
を
進

め
て
い
き
ま

す
。

質
問
の
主
な
項
目

来
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

	·

中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

	·

職
員
の
交
通
事
故
等
の
防
止
に
つ
い
て

	·

斉
藤
義
明
議
員

市
民
の
声

前
川
昌
也
議
員

市
民
グ
ル
ー
プ

未
来
の
会

質
問
の
主
な
項
目

学
校
プ
ー
ル
施
設
に
つ
い
て

	·

旧
学
校
施
設
等
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

	·

讃
岐
国
府
跡
に
つ
い
て

	·

新市立病院
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一般質問

	
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
対
策
は

問	

日
常
的
に
介
護
を
必
要
と
し
な
い

で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
生
存
期
間

が
健
康
寿
命
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
延
伸
の
た
め
の
施
策
は
。

答･･･

健
康
福
祉
部
長

い
わ
ゆ
る
「
非
自
立
期
間
」
を
で
き
る

だ
け
短
く
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、「
が

ん
」「
循
環
器
疾
患
」「
糖
尿
病
」
等
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
・
重
症
化
防
止
対
策
の

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
市
で
も
、

が
ん
検
診
や
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
・

歯
科
健
診
等
の
各
種
検
診
の
受
診
率
の
向

上
や
運
動
習
慣
・
食
生
活
等
の
生
活
習
慣

の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
現
在
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を

主
要
な
目
標
の
一
つ
と
し
た
「
第
２
次
健

康
増
進
計
画
」「
第
２
次
食
育
推
進
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
こ
の
計

画
を
軸
と
し
て
、
施
策
の
強
化
・
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

	

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の
た
め

に
早
期
の
集
中
的
な
就
労
支
援
を

問	

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の

早
期
の
集
中
的
な
就
労
支
援
が
、
継
続

的
な
就
労
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る

が
、
本
市
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
の
自
立

支
援
対
策
の
状
況
は
。

答･･･

健
康
福
祉
部
長

平
成
25
年
４
月
か
ら
就
労
支
援
員
１
名

を
配
置
し
、
稼
働
年
齢
層
の
被
保
護
者
に

対
し
就
労
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
坂
出
・
綾
歌
地
域
生
活
福
祉
・

就
労
支
援
協
議
会
」
で
は
、被
保
護
者
等
、

生
活
に
困
窮
す
る
離
職
者
に
対
し
、
チ
ー

ム
制
に
よ
る
就
労
支
援
対
策
に
つ
い
て
協

議
す
る
な
ど
、
公
共
職
業
安
定
所
と
緊
密

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
就
労
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
就
労
支
援
策
に
よ
り
、
今

年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、
現
在
ま
で
11
人

が
就
労
を
開
始
し
、
そ
の
内
６
人
が
自
立

し
て
お
り
、
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
就
労
支
援
員
と
と
も
に
積
極
的
か
つ

集
中
的
に
自
立
支
援
策
を
講
じ
、
被
保
護

者
の
早
期
就
労
開
始
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

質
問
の
主
な
項
目

減
反
廃
止
に
つ
い
て

	·

本
市
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

	·

工
事
の
入
札
に
つ
い
て

	·

議会改革度ランキングが大幅にランクアップ　
県内１位　四国で 3位に躍進！

　市区議会の改革度調査は日本経済新聞社産業地域研究所が全国813市区議会を対象に行ったもので、

2010年、2012年に続き今回が３回目の調査となります。主に情報公開、住民参加、議会運営の３分

野について、平成26年４月１日時点の制度や過去１、２年の実績に関する質問の回答を数値化し、ラン

キング化したものです。

　全国813市区議会のうち、本市議会は131

位（前回 795位）、また県内では１位（前回最

下位）、四国内では３位（前回最下位）となりま

した。

　前回調査後の平成24年５月に議会基本条例

を制定し、議会報告会の開催や政務活動費等に関

する情報公開を積極的に行ったことが評価され

たと考えられます。

　今後も、市民の皆さんに開かれ、わかりやすく、

参画できる議会を目指し、より一層の議会改革に

取り組んでいきます。

脇

　芳
美
議
員
新

緑
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問	

新
市
立
病
院
の
開
院
を
契
機
に
看
護

科
を
看
護
部
へ
昇
格
さ
せ
、
魅
力
あ
る
職

場
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
は
大
変

評
価
で
き
る
が
、
医
療
職
給
料
表
（
２
）

に
該
当
す
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
長
等
も
課

長
相
当
職
へ
昇
格
さ
せ
る
こ
と
で
、
組
織

と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ
と
が
、

さ
ら
な
る
病
院
経
営
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
。

答･

病
院
当
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

協
議
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
市
立
病
院
は
地
方
公
営
企
業
法
の
う
ち

財
務
に
関
す
る
規
定
の
み
を
適
用
す
る
一

部
適
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

職
員
の
身
分
の
取
り
扱
い
は
、
市
立
病
院

独
自
で
定
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
条
例
で

定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
事
に

関
す
る
事
項
を
所
管
す
る
総
務
消
防
委
員

会
で
審
議
し
ま
し
た
。
予
算
や
運
用
に
関

す
る
こ
と
は
教
育
民
生
委
員
会
で
審
議
し

て
い
ま
す
。

問	

今
回
整
備
す
る
金
山
墓
地
よ
り
新
た

に
管
理
料
を
徴
収
す
る
が
、
他
の
市
営
墓

地
に
も
管
理
料
を
設
定
し
て
維
持
管
理
費

に
充
て
る
べ
き
で
は
。

答･

既
存
の
市
営
墓
地
で
は
使
用
料
を
設

定
す
る
際
に
、
管
理
料
も
含
め
て
金
額
を

算
出
し
て
い
る
経
緯
も
見
ら
れ
る
の
で
、

改
め
て
使
用
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問	
平
成
27
年
４
月
よ
り
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
予
定
で
あ

る
が
、
本
市
の
子
育
て
環
境
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
。

答･

保
育
需
要
な
ど
地
域
の
実
情
を
反
映

し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

（
五
カ
年
計
画
）
を
市
が
策
定
し
、
既
存

の
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
の
保
育
施
設
で

供
給
で
き
る
保
育
量
を
上
回
っ
た
場
合

に
は
、
家
庭
的
保
育
（
保
育
マ
マ
）
や
少

人
数
（
定
員
６
～
19
）
を
対
象
と
す
る
小

規
模
保
育
な
ど
の
地
域
型
保
育
事
業
等
で

補
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
子
育
て
相
談

な
ど
が
受
け
ら
れ
る
「
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
」
な
ど
、
地
域
の
様
々
な
子
育
て
支

援
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

問	

県
の
オ
リ
ー
ブ
生
産
拡
大
総
合
支
援

に
よ
り
作
付
し
た
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
状
況

は
。

答･

平
成
22
年
か
ら
３
年
物
の
オ
リ
ー
ブ

を
作
付
し
、
昨
年
度
は
８
０
０
㎏
を
収
穫

し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
年
間
70
ト
ン

の
収
穫
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問	

新
た
に
実
施
す
る
ア
ワ
ビ
の
養
殖
事

業
の
概
要
は
。

答･

近
年
、
漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
瀬
戸
内
海
の
漁
獲
量
も
減
少
し
、

価
格
等
も
低
迷
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。安
定
的
な
漁
業
収
入
を
得
る
方
策
を
、

松
山
漁
協
と
協
議
し
、
ア
ワ
ビ
の
養
殖
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ワ
ビ
の
成
育
に
３
年
程
度
の
期
間
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
間
、
稚
貝
の
購

入
等
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
て
い
き
ま

す
。

９ 月 定 例 会 の 日 程
９月 4日	 本会議	 提案説明
９月 9日	 本会議	 議案質疑・委員会付託
	 委員会	 決算審査特別委員会の審査
	 	 議会運営委員会の調査
９月10日	 本会議	 一般質問（個人）
	 委員会	 決算審査特別委員会
	 	 （議案調整）
９月11日	 本会議	 一般質問（個人）
	 委員会	 議会運営委員会の調査

９月12日	 委員会	 教育民生委員会の審査
９月16日	 委員会	 総務消防委員会の審査
９月17日	 委員会	 市民建設委員会の審査
９月18日	 委員会	 議会運営委員会の調査
９月24日	 議員総会	
	 本会議	 	委員長報告への質疑・討論
	 	 ・採決
	 	 追加議案の提案説明
	 	 質疑・討論・採決

総務消防
委員会

付託案件
3件
全議案につい
て異議なく原
案どおり可決
しました。

市民建設
委員会

付託案件
2件
全議案につい
て異議なく原
案どおり可決
しました。

教育民生
委員会

付託案件
11件
全議案につい
て異議なく原
案どおり可決
しました。



11 市議会だより
さかいで

議員提出議案
原
案
可
決
に

賛　

成

反
対

賛成　12名

反対　 9名

議員提出議案

賛成　12名9名

可決
斉藤義明、出田泰三、若谷修治、脇　芳美、村井孝彦
野角満昭、前川昌也、大藤匡文、大前寛乗、松田　実
若杉輝久、松成国宏

茨　智仁、楠井常夫、末包保広、別府健二、吉田耕一
中河哲郎、木下　清、山条忠文、東山光徳

意見書案第 3 号
安定的な雇用と公正な
労働環境の確保に関す
る意見書

安定的な雇用と公正な労働環境の確保に関する意見書
我が国においては、今後、人口が毎年約８０万人減少し、あわせて労働人
口も減少することが予測される中、全労働者の約９割に上る雇用労働者が、
安定的な雇用と公正な処遇のもとで安心して働くことができる環境を整備す
ることは、日本経済・社会の持続的成長のためには必要不可欠である。

こうした中、これまでの時代背景を前提とした働き方の体系を見直すべく
検討を進めてきた内閣府の産業競争力会議の雇用・人材分科会が昨年末に発
表した中間整理において、「柔軟で多様な働き方ができる社会」を初めとする
三本柱を打ち出され、労働者が、特定の分野で、それぞれの個性を生かし多
様な働き方ができる多様な正社員の導入、働き過ぎを改善するため、職務が
明確で高い職業能力を持つ労働者に適合した労働時間制度の検討、中小企業
で働く労働者保護の観点等から、労働紛争の解決に諸外国の例にある金銭的
な救済の仕組みなどについて研究することとされている。

これらの施策により、労働者にとっては、活躍の場の増加、育児・介護と
の両立など労働環境の向上が期待される一方で、労働時間の増加や解雇しや
すい正社員の増加などを懸念する向きもある。

よって、国会及び政府においては、下記事項を実現されるよう強く要望する。

記
１　長時間労働の誘発や解雇しやすい正社員を増加させないよう、安定的

な雇用と公正な労働環境の確保が図られる制度とすること

２　派遣労働者のより安定した直接雇用への誘導と処遇改善に向けた法改
正を行うこと

３　労働分野の法律改正等については、労働政策審議会において議論する
こと

全議員が賛成した議案（可決・継続審査・同意）

市長

提出

議員
提出

予 　 算 	

意 見 書 	

条 　 例

平成 26年度坂出市一般会計補正予算案　など予算案　３件

坂出市健やか子ども基金条例制定　など条例案　10件

平成 25年度坂出市一般会計決算認定　など決算認定案　13件

平成 25年度坂出市水道事業剰余金の処分

坂出市固定資産評価審査委員会委員の選任

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の
拡充を求める意見書

決 　 算

そ の 他

意見書案第３号の原文 賛成討論（要旨）　　　　　

若者の将来に対する不安や悩
みの解消、人口減少の歯止め及
び日本の経済・社会の持続的成
長のために、安定的な雇用と処
遇のもとで安心して働くことが
できる環境を整備することは必
要不可欠である。また、地方に
おいても安心して働き続けられ
る雇用の機会を確保されること
が、地域経済のさらなる発展に
つながると考えている。

反対討論（要旨）　　　　　

政府の産業競争力会議で議
論されている労働時間の規制緩
和は、本案が懸念する雇用の継
続的安定を損なうことや過重労
働、長時間が強いられるような
内容ではない。また、限定社員
をはじめとする雇用法制の見
直しについても、労使双方のメ
リット・デメリットを勘案し検
討されており、単に労働者が不
利益となるだけの制度ではない
と考えている。

議案内容等の詳細は、坂
出市議会ホームページ
【議案内容等・審議結果】
をご覧ください。

議案内容等の詳細は、坂
出市議会ホームページ
【議案内容等・審議結果】
をご覧ください。

】

議員数＝ 22名　　表決参加議員数＝ 21名
※議長は表決には加わりません。
議員数＝ 22名　　表決参加議員数＝ 21名
※議長は表決には加わりません。

平成 26 年
	９月定例会の審議結果



　駅近「さかいで楽市楽座」は毎月第３日
曜日の８時から１３時までJR坂出駅前で
開催しています。
　楽市楽座の開催も今年で４年目に突入。
朝早くから多くの家族連れで賑わう中、坂
出商工会議所青年部、楽市楽座担当委員長
の大西さんにお話を伺いました。

Q. 楽市楽座から始めるまちづくりとは？

A. 　官民一体となって坂出のまちを盛り上げていきたいと考えています。特に多く
の子供達に来場してほしいと思い、企画面でも意識しています。子供達には大きく
なっても、ぜひ坂出に住み続けてほしいと思います。

Q. 坂出をこよなく愛する、まちづくりの担い手として市議会に対して望むことは？

A. 　坂出を活性化するためには市議会の力が必要です。最近、良い方向に変革され
てきましたが、今後も市民本位の開かれた議会づくりをお願いしたいと思います。

OVV EV O I C EV O I C E
attttttt 駅近「さかいで楽市楽楽駅近「さかいで楽市楽座」」」」」」近 さか 楽aaata 駅近 さかいで楽市楽座」

九九九九九九九九九月市市九九九九月九月九月月九九九月九月九月市九九 市市市市
at 駅近「さかいで楽市楽座」

九月市
at 駅近「さかいで楽市楽座」

九月市
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　今年９月、テニスの四大大会全米オープンで日本人として初の決
勝に錦織圭選手が進出し、初優勝が期待されましたが惜しくも準優
勝となりました。世界のトップと互角に戦う錦織選手に日本中が沸き上がり声援を送りました。
　テニスファンとして、錦織選手の活躍ともう一つ期待することがあります。それは、テニスブームの到来
です。現在、テニスの試合の地上波放送は少なく、テニス人口も減少傾向にあります。
　今後は、錦織選手のようにジュニアから競技に取り組む子供たちや、しばらくラケットを握ってない人も
健康のために再開する人も増えてほしいものですね。	 （若谷）

広報広聴委員会
［委員長］若杉輝久　［副委員長］出田泰三　［委　員］若谷修治　村井孝彦　楠井常夫　末包保広　松田　実　木下　清

記後集編

勝となりました。世界のトップと互角に戦う錦織選手に日本中が沸き上がり声援を送りました。

次 の 定 例 会 は 12 月
上旬に開会予定です

視 察 等 来 庁 記 録
	８月	 1 日	 岡山県新見市
	 	 	 （市民後見人制度について）

	10 月	 29 日	 滋賀県彦根市
	 	 	 （政務活動費について）
	 	 	 千葉県市原市
	 	 	 （市民後見人制度について）
	 	 30 日	 三重県伊勢市
	 	 	 （新設統合小学校について）

9月定例会で同意・選挙した人事案件　【敬称略】

　◎坂出市固定資産評価審査委員会委員
	 増田成宣

　◎坂出市選挙管理委員
	 松本仁孝　横井敬仁　樋口　始　三好美也子

　◎坂出市選挙管理委員補充員
	 河井利夫　多田羅久江　樋本保男　國時忠能

議会運営委員会　行政視察報告 議会運営委員会では、政策提言できる議会を目指し、
下記のとおり、行政視察を行いました。調査の詳細
は市議会ホームページをご覧ください。

静岡県菊川市 　8月6日 愛知県大府市 　8月7日 滋賀県大津市 　8月8日

～政策討論会を実施～
　議会基本条例に基づき、政
策討論会を設置しています。
議員間でテーマを設定し、い
くつかの場での議論を経て、
市長に対して政策提言を行っ
ています。平成25年度のテー
マは防災についてでした。

～委員会活動を活性化～
議会活性化特別委員会等を中心に議会改革に邁進

しています。また、
各委員会でテーマを
設定し、委員間での
議論や行政視察を
行った後、政策提言
を行っています。

～政策検討会議で議論～
　政策検討会議を設置し、
大学等と連携するなど、専
門的な知見を活用しながら、
議員提案による条例制定な
どに取り組んでいます。平
成 24年度にはいじめ防止条
例を制定しています。


